
せきたんふる

カー〆ンパ

るから 900 t/ h の能力がある(写J'.!;) 。

カーダ γパ式の基本形休は炭11ï がfi'， IIょ記長群より 1 111ずつ F り勾

配を利用して自走 し， ミューノレピット上に停止する。この際貨

車押上装置により ， カー〆γパの回転わく内に折l込む。カーダ

ンパは段I!Iを抱えたまま回転して ， 炭車内の石炭をカーダ γパ

の真下に設けである石炭ホッパーに流 し込む。これをベル トコ

ンベヤにより巡搬， ローダにより税込む。カーダソパから j11 ' tH
された~車は，線路がカー〆ソパから出て急に下り勾回目となり，

その先がまた急に上り勾配にな っ ているから，非常の勢で下り，

その惰力で先の上り線に入り，ついに停止してふたたひ.後退す

る。このときに自動転鰍総により:I:'îIIIは空車線の方へ入り，こ

れを F って空車線に流れ込む。この先端の折1 し返し線をキ γ ク

バックとし、う (1童1 - 6) 。

北海道は冬季却にさのため粉炭を政んでいる炭車は大部分凍結

し， J&おろしに困難を感ずることが多く，能率を阻t与すること

が多い。凍結したt比率をI反おろすiìÍJに融炭庫に導き，市tfutの蒸

気をfJlII仮に吹付け融解させる必要がある。

貨Ili判l上装置とはミューノレピット上に停止したEK事を， カー

〆ンパまで ]11 '上げる装置で， ミューノレ カ ー ペューノレピッ ト ・ 巻

錫装置の三!llf怖から成立っている(図 7)。貨車がピ γ ト上に停

止すると，あらかじめピット内に1白かれてあるミューノレカーが

巻錫機によってピットより民事の背後に出で，勾酉Eを j11' ヒげて

これをカーダンパの回転わく内に j111込み， ミューノレは引返して

ピット内でつぎの貨車を待つ。 ミューノレカ ー の軌条は軌間 700

mm で， 本線il仇条の内世111に~泣かれてある。木装置は 105 秒で 1

往復し 30 t *II1 を毎日寺 30 丙扱う設計になっている。

ローダーとは石炭fi'(込憾のこと で， 水平コンベヤより石肢を

うけ， これを船舶(そう)に蹴込む作業をなすもので，主主主な l\il

分は水平コンベヤより受けた石炭を，保}総の上まで五I!ぶコンベ

ヤ ・ この先端から落ちたものを船底まで導く テレス コピッ'7 .

t ュートおよび船底で石炭を船紛の奥まで飛ばし込むメカニカ

ノレトリンマである。石掛之が~:ïj" 、ところからテレスコピ γ '7 ' シ

ュートを巡って落 Fすると ， !:l\I，ÈR:の場合粉砕されるおそれがあ

るから， メカニカノレ トリ '/'7を使用して破砕紡止をする。

近年大規模の石炭店主込設備は組々の設備を巧みに組合わせた

もので， Jtl'Þkのためには主として陸上高架俊僚が応fI]され， ft(

込のためにはトラソスポ -!I 一 ， j} ーダンパ ， ベル トコ yベヤ

等が用いられ，時I}fj，ltには船舶のJ豆類に応じて， これに迎合する

ロ ー ダーを使用する。(民間功)

せきたんふるいき 石炭ふるい機 ふるい国i上を石炭を通過

させて， 粒の大小により分類するもの。 トロ γ メノレ， シェーキ

'/ '7.スクリ ー γ ， ノζ イプレ ー ティ ーー吋

ゾグスクリー Y等の極類がある。「一 よ戸F JZL 
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あいた鉄板または金網をゆりうご 石炭ふ る い機

かしあるいは振動させて， その上を石炭を通過させるものであ

る。選別能力の大きい点から最近はパイプレーティソグスタリ

ー γが多く用いられている。

パイプレーティングスクリー γは電動機により回転される傷

心料lにより ， ふるい而に振仰の小さい， サイクノレの多い振動を

与えるもので，普通二段になっていて， 石炭の 250 mm くらい

の大洗から 0.1 5 mm 程度の制粒に至るまで選日IJ できる。 (井回

線f四)

せきたんふんかほう 石炭焚火法 機r;llllfiが列車を牽引(け

んいん)する場合においては，他のポイラにくらべて一時に多量

の蒸気を消政するものであるから， この蒸気を発生させるため

には， 狭い火室で，多i注の石炭を急速に燃焼させなければなら

ない。焚火法とはこの目的を達するために行う経済的 ・合理的

な燃料の燃焼方法をいうのであって，従来極々の方法が提唱さ

れてきている。

一元焚火術 焚火および蒸気の使用方法を五則に分ち，これ

の一元化による総合的焚火法て'あって， 低燃焼率によってポイ

ラ効率の向上をねらったものである。すなわち

1 蒸気は事情の許すかぎり制11 く長く述統むI!HJすること。

2 できるかぎり速J立は平均化すること。

3 給水量:は燃焼率を低下するよう線路，荷重に応じて調11 く

長く ，またできるだけ惰行中に行うこと。

4 1:fr圧(かんあっ)の自由保持を図ること。

5 燃焼二容を低下させる投政を実施すること。

上記のように指導されている。

一杯投炭法 火床内の燃焼状態を均一にして ， 無理後となら

ぬよう石炭を 1 折、ずつ等間隔に投炭する方法で，これは焚火と

しては望ましい方法であるが，級i刻助士はこれのみに専念しな

ければならぬため一般的には決行性がない。

環状焚火法 機関車のj温風は火床の中央よりも四闘が比較的

弧い。したがって中央部を白熱化しておいて，四聞にのみ投炭

し火床の状態をちょうど， すり鉢J(jとし中央の白熱部には四位|

より ;1反落した少量の挑侠(かいたん)のみによって燃焼させる方

法で，荷重の比較的少ないものに効果的である。なお中央部の

投þkは牽引j\lj重によって加i滅する。これによって広狭の任意の

火床同僚に応じて火床を形成するとともに，燃焼率の低下を図

ることができる。

散布投炭 燃料の空気接触をよくし， 燃焼而般を治大し，そ

の完全燃焼を促進するために行うもので， 火室内に投段した燃

料をできうるかぎり広範聞にわたって散布するため，普通伏せ

ショベノレが使用されている。

伏せショ ベル 投炭に際して石炭掬仁I (す く L 、ぐち)から，焚

口にゆくまでにショベノレを伏せて， 火室内に投入する方法で，

返しショベルと悶;仏味のものである。伏せ、ノョベノレの使用は，

UflLì温風であふられている火室内に投炭を実施する場合に， 火室

内に ~nl くたたきつけるように投炭されるので，未燃伐の飛散jfJ

失も少なく ， 散布が良好となるため，燃焼効果がよくなる。ま

た投段の困難な火室のfJlII方や後缶板寄にも投I!Kが容易であり，
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